
「千葉県特別支援教育推進基本計画」の概要

【特別支援教育の基本的な考え方】 【計画策定の趣旨】 【基本計画の策定方針】
①すべての幼児児童生徒は、価値
ある存在 尊重される存在である 障害のある幼児児童 ●５年から１０年の中･長期的な計画と本県障害児教育の 、 。

生徒の自立や社会参加 して策定する。現 状 と 課 題
②地域で共に学ぶ機会が得られる教 に向けて、乳幼児期か ●障害のある幼児児童生徒 一人一人の

○早期からの相談支援体制 育を目指す。 ら卒業後までの生涯に 教育的ニーズ に応じた支援と関係機
の整備 わたる一人一人のライ 関の支援ネットワークの構築を柱と

③自立や社会参加に向けて、能力を フステージに応じて適 した、総合的な基本計画とする。
○小･中学校の特殊学級等に 最大限に発揮して学習できる教育 切な支援を行う。 ●「あすのちばを拓く１０のちから」
おける指導の充実 を目指す。 等、本県の福祉関連計画とタウンミ

ーティングやパブリックコメントで
○通常の学級における、 寄せられた県民の意見を参考に、教
ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能 育戦略ビジョンと連携しながら策定
自閉症をはじめ、障害の 作業を行う。
ある児童生徒に対する支

【基本計画のテーマ】援の充実
Ⅰ 基本計画策定について

○養護学校における児童生
徒の増加への対応 Ⅱ 本県における障害児教育の現状と課題

○盲･聾･養護学校の児童生 Ⅲ 本県の特別支援教育の基本的な考え方
徒の障害の重度･重複化へ
の対応 Ⅳ 早期の教育相談支援体制の整備

○高等部卒業後の就労支援 Ⅴ 小･中学校における特別支援教育の整備･
の充実 充実

○卒業後の豊かな生活や生 Ⅵ 今後の特別支援学校の新たな機能の構築
涯学習の支援

Ⅶ 後期中等教育の充実と卒業後の自立支援
○教員の専門性の維持･向上

Ⅷ 卒業後の豊かな生活や生涯学習の支援
ライフステージに応じた支援と
関係機関等による支援ネットワーク Ⅸ 学校と教員の専門性の維持･向上
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